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（図表19）NSE上場株式の産業部門別外国機関投資家の保有シェア（2009年６月末）

注：外国機関投資家によるNSE上場株式の保有シェアは、8.89％。
（出所）NSE

産業部門

銀行 15.05

エンジニアリング 8.88

その他金融 15.04

日用消費財 12.87

IT 11.46

インフラ 9.02

製造業 7.79

娯楽・メディア 9.17

石油化学 4.50

医薬品 7.66

サービス 8.07

通信 7.05

その他 7.94

シェア（％）

見せている（図表17）。株式と債券とに分けて

見ると、外国機関投資家によるインド投資は

株式投資が圧倒的に多い（図表18）。この

ためネット投資額の推移はネット株式投資額の

推移と重なるものである。

外国機関投資家によるNSE上場株式の保有

シェアは2009年６月末で8.89％であり、産業部

門別に見ると、銀行、その他金融、日用消費財、

ITで株式保有シェアが高くなっている（図

表19）。

経済成長とともにインド株式市場はアジア

でも相対的に大きな株式市場となっている。

しかし主要銘柄のNSEとBSEへの重複上場、

デリバティブ取引の急拡大、大きな存在感を持

つ外国機関投資家などの特徴を持っており、

また特に外国機関投資家の投資に関しては

規制が多いのも特徴である。それでも外国

機関投資家によるインド株式投資は急増して

おり、結果的に外国機関投資家の動向に市場が

大きな影響を受ける状態でもある。

今後のインド資本市場にとっては、相対的に

発達が遅れている債券市場の育成が優先的な

課題であるが、株式市場のさらなる拡大に

向けては、プロモーターによる株式保有構造の

改善、国内取引所の再編、国内投資家の

育成、投資規制の緩和など、未だに多くの基本

的な課題を抱えていると言えよう。
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（注１） インド株式市場に関するデータは以下のサイ

トから入手可能である。

インド準備銀行：

http://www.rbi.org.in/home.aspx

インド証券取引委員会：

http://www.sebi.gov.in/

ナショナル証券取引所：

http://www.nse-india.com/

ムンバイ証券取引所：

http://www.bseindia.com/

なお、資本市場に関する包括的な統計データは

インド証券取引委員会の統計ハンドブックが詳しい。
（注２） 本稿で取り上げるナショナル証券取引所、ムン

バイ証券取引所以外の17取引所は次の通り。

CalCutta，Dehli，Ahmedabad，Uttar Pradesh，

Ludhiana，Pune，Bangalore，ICSE/ISE，

Cochin，OTCEI，Madras，Madhya Pradesh，

Vad o d a r a，Ga u h a t i，Bhu b a n e s hw a r，

Coimbatore，Jaipur.
（注３） クリアリング・メンバーとNSEを結ぶクリ

アリング銀行は次の13行。Axis Bank Ltd., Bank

of India Ltd., Canara Bank Ltd., Citibank N.A,

HSBC Ltd., HDFC Bank Ltd., ICICI Bank Ltd.,

IDBI Bank Ltd., Indusind Bank Ltd., Kotak

Mahindra Bank, Standard Chartered Bank,

State Bank of India, Union Bank of India.
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